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長
崎
県
北
松
浦
郡
小
値
賀
町
の
野
崎
島
に
は
、

明
治
41（
1
9
0
8
）年
、
鉄
川
与
助
の
手
に
よ
り

完
成
し
た
レ
ン
ガ
造
り
の
教
会
が
あ
り
ま
す
。
信

徒
が
去
っ
た
今
は
文
化
財
と
し
て
小
値
賀
町
が
管

理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
会
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
小
値
賀
町
内
の
他
の
海
岸
が
黒
々
と
し
た
玄

武
岩
の
岩
肌
や
白
砂
の
浜
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ

の
海
岸
は
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
赤
い
砂
や
岩
で
で
き

て
い
ま
す
。
こ
の
赤
い
砂
や
岩
は
、
太
古
の
昔
に

噴
火
し
た
火
山
の
噴
出
物
に
含
ま
れ
て
い
た
鉄
分

が
酸
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

一
部
が
砂
れ
き
と
な
り
、
形
成
さ
れ
た
海
岸
で
す
。

こ
の
海
岸
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
小
値
賀
町
の
納
島
で
有
名
な
生
産
品
と
い
え

ば（
　 

　 

）で
す
が
、
生
産
量
が
少
な
く
「
幻
の

（
　  

　
）」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
小
値
賀

本
島
で
の
栽
培
に
よ
り
生
産
量
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、（
　  

　
）入
り
の
加
工
品
や
ア
イ
ス
な
ど
商
品

開
発
も
行
い
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

（

）

　
　
宇
久
島
の
砂
浜
は
、
美
し
い
遠
浅
の
白
い
砂

浜
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
彩
ら
れ
、
波
静
か

で
透
明
度
が
高
い
こ
と
か
ら
海
の
生
き
物
の
観
察

も
で
き
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
で
す
。

小
値
賀
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回「
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光
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問
題
集
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久
島
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5 関連

車で近くまで行くこともできますが、これ
からの季節、潮風に吹かれながら周辺を散
歩するのもお薦めです

潜伏キリシタンが移り住んだ集落で、信者たちが貧しい暮らしの中で力を合わ
せ、数年かけて建てたレンガ造りの教会です。野崎島には約400頭の野生のニ
ホンジカが生息しており、教会周辺にその姿を現すこともあります

1 関連

「
海
風
の
国
」

観
光
マ
イ
ス
タ
ー

検
定
試
験

入
学
や
入
社
、
転
勤
な
ど
、
新
し
い
生
活
が
始

ま
る
春
。

佐
世
保
に
も
こ
の
春
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
転
入

し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
佐
世
保
の
歴
史
や
文
化
な
ど

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
佐
世
保
の
良
い

と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
回
は
ク
イ
ズ
形
式
に
し
て
、
佐
世
保
の
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
題
は
昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
海
風
の
国
」

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
検
定
試
験（
シ
ル
バ
ー
）に
出

題
さ
れ
た
全
50
問
。

　
佐
世
保
の
観
光
情
報
に
精
通
し
、
お
も
て
な
し
の
心
を

も
っ
て
観
光
案
内
や
地
元
の
P
R
が
で
き
る
人
を
育
成
し

よ
う
と
平
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
さ
せ
ぼ
観
光
マ
イ
ス

タ
ー
検
定
試
験
」
。
28
年
度
か
ら
は
北
松
浦
郡
小
値
賀
町
と

の
広
域
観
光
圏
の
取
り
組
み
に
伴
い
、「『
海
風
の
国 

』
観

光
マ
イ
ス
タ
ー
検
定
試
験
」
に
名
称
・
内
容
を
新
た
に
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
は
2
段
階
あ
り
、
佐
世
保
・
小
値
賀
の
観
光
に
関

す
る
知
識
を
備
え
た
人
を
「
シ
ル
バ
ー
」
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
合
格
者
の
中
か
ら
、
お
も
て
な
し
の
心
と
マ
ナ
ー
で

観
光
案
内
が
で
き
る
人
を
「
ゴ
ー
ル
ド
」
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。

　
　

※
シ
ル
バ
ー
の
筆
記
試
験（
50
問
）の
問
題
は
お
お
む
ね
95
％
以
上

が「『
海
風
の
国
』佐
世
保
・
小
値
賀
観
光
ガ
イ
ド
・
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
」か
ら
出
題
さ
れ
ま
す
。
こ
の
冊
子
は
佐

世
保
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー（
佐
世
保
駅
構
内
）

で
無
料
配
布
す
る
ほ
か
、
下
の
画
像
を
読
み

取
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
海
風
の
国
」 

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
検
定
試
験
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こ
の
宇
久
島
に
あ
る「
快
水
浴
場
百
選
」に
も
選

ば
れ
た
海
水
浴
場
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
宇
久
島
の
最
北
端
の
岬
は
、
テ
レ
ビ
C
M
の

舞
台
に
な
る
な
ど
島
を
代
表
す
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
草
原
の
緑
と
海
の
青
の
中
に
そ
び

え
立
つ
こ
の
灯
台
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
も
と
も
と
缶
詰
工
場
だ
っ
た
建
物
を
使
っ
た

海
沿
い
の
資
料
館
で
、
海
の
侍
「
海あ
ま
ん
し士

」
の
歴
史
や

捕
鯨
文
化
に
つ
い
て
、
写
真
や
道
具
等
を
展
示
し

て
い
る
と
と
も
に
、体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
の
活
用
や
、
お
土
産
等
の
販
売
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
数
あ
る
展
望
所
の
中
で
標
高
が
最
も
低
く
、

九
十
九
島
が
眼
前
に
広
が
り
、
迫
力
あ
る
眺
望
が

楽
し
め
る
船
越
展
望
所
に
は
、（
　  

　
）が
68
歳

の
時
に
九
十
九
島
周
辺
を
測
量
し
た
と
き
の
行

程
等
を
示
し
た
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
　      

　
）に
入
る
歴
史
上
の
偉
人
の
名
前
（
漢

字
・
フ
ル
ネ
ー
ム
）
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
大
正
時
代
に
整
備
さ
れ
た
弓
張
岳
中
腹
の

展
望
台
で
あ
り
、
大
正
9（
1
9
2
0
）
年
、
旧

日
本
海
軍
佐
世
保
鎮
守
府
長
官
だ
っ
た
財た
か
ら
べ部

彪
た
け
し

海
軍
大
将
が
、
91
歳
の
母
親
に
九
十
九
島
の
絶

景
を
見
せ
る
た
め
、
背
負
っ
て
登
っ
た
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
望
台
の

名
前
を
答
え
よ
。

（

）

567 九
十
九
島
南
部

6 関連

海士の歴史と捕鯨文化、そして「旧宮崎缶
詰所」の産業の歴史を見て・聞いて・感じ
ることができる体験型観光施設です展望台から見た夕日。日本画家・黒田重太郎の「九十九島」はここ

からの展望と推測されています

8

8 関連

地
元
の
人
で
も
難
し
い
と
評
判
の
こ
の
試
験
。

佐
世
保
に
長
く
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
も
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
!
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サ
ー
カ
ス
の
ジ
ン
タ
で
有
名
な「
美
し
き
天

然
」を
作
曲
し
た
、
佐
世
保
海
兵
団
軍
楽
長
の
名

前（
漢
字
・
フ
ル
ネ
ー
ム
）を
答
え
よ
。

（

）

　
　
亜
熱
帯
植
生
の
樹
木
で
樹
齢
約
1
0
0
年
。

気
根
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
別
名
を
気

根
が
垂
れ
て
い
る
様
子
か
ら
「
た
こ
の
木
」、
ま
た

は
、
石
や
木
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
大
き
く
成
長

す
る
の
で「
絞
め
殺
し
の
木
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。

ク
ワ
科
の
木
で
、
イ
チ
ジ
ク
の
よ
う
な
小
さ
な
実

が
な
り
、
蕨
わ
ら
べ

地
区
で
は
防
風
林
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
樹
木
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
黒
島
に
あ
る
県
指
定
天
然
記
念
物
の
岩
脈
は
、

約
8
0
0
万
年
前
に
で
き
た
も
の
で
、
総
全
長
が

3
0
0
m
も
あ
り
、
長
崎
県
最
大
の
規
模
を
誇
り

ま
す
。
こ
の
岩
脈
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
黒
島
の
豆
腐
は
、
に
が
り
の
代
わ
り
に
き
れ

い
な（
　   

　
）を
使
い
ま
す
。
黒
島
の
大
豆
を
使

い
、
島
の
お
母
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
豆
腐
作
り

体
験
も
で
き
ま
す
。

（

）

　
　
東
経
1
2
9
度
33
分
、
北
緯
33
度
12
分
に
位

置
し
、「
日
本
本
土
最
西
端
の
地
」
と
し
て
シ
ン
ボ

ル
塔
が
そ
び
え
る（

　    

　
）公
園
は
、
西
海
の
海 

に
抱
か
れ
た
景
勝
地
。
西
北
の
海
上
に
五
島
列
島
、

平
戸
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（

）

　
　（
　  

　
）は
佐
世
保
市
の
西
部
に
位
置
し
、

相
浦
港
よ
り
約
6
㎞ の
海
上
に
浮
か
ぶ
周
囲
約

21
㎞ の
有
人
島
の
町
で
す
。人
口
は
1
7
7
人（
平

成
28
年
２
月
1
日
現
在
）で
九
十
九
島
の
中
で
は
黒

島
に
次
ぐ
2
番
目
。
九
十
九
島
の
多
島
海
景
観
の

一
部
と
し
て
集
落
部
分
を
除
く
、
ほ
ぼ
全
域
が
西

海
国
立
公
園
で
す
。

（

）

　
　
相
浦
町
に
あ
る（
　  

　
）山
は
、
別
名「
飯

盛
山
」と
呼
ば
れ
、
富
士
山
型
の
山
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
相
浦
富
士
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（

）

　
　
毎
年
、
8
月
23
日
・
24
日
の
2
日
間
、
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
る「
江
迎
千
灯
龍
ま
つ
り
」。
こ
の
祭

り
の
大
き
な
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
に「（
　 

　
　 

　
）

ま
つ
り
」が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
神み
こ
し輿

に

乗
せ
た
木
彫
り
の
お
地
蔵
様
を
担
い
で
、
寿
福
寺

の
山
門
か
ら
嘉か

例れ
い

川
へ
。
川
に
着
く
と
、
子
ど
も

た
ち
は
神
輿
を
下
ろ
し
、
そ
の
周
り
を
取
り
囲
み
、

お
地
蔵
様
に
元
気
よ
く
水
を
掛
け
ま
す
。

（

）

　
　
平
戸
往
還
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
時
代
の

伝
統
や
風
習
を
、
今
も
大
切
に
受
け
継
い
で
い
る

江
迎
町
。
江
戸
時
代
、
平
戸
の
お
殿
様
が
参
勤
交

代
な
ど
の
折
に
休
泊
し
た
「（

　      

　
）」
は
往

時
の
佇た
た
ずま

い
を
残
し
、
本
陣
屋
敷
の
当
主
・
山
下

家
は
平
戸
藩
御
用
達
の
造
り
酒
屋
と
し
て
始
ま
り
、

江
迎

11

151617

13

14

12九
十
九
島
北
部
・
高
島
・
相
浦
・

小
佐
々
・
鹿
町

910 黒
島

16 関連

無病息災を願うお祭りで、子どもたちがお地蔵様を担いで川に
入り「わっしょい、わっしょい」の掛け声とともに思いっきり水
を掛け合います。川を出てからも、地域の人々から水を掛けら
れながら町を練り歩きます。夏にぴったりのお祭りです。

12 関連

「黒島豆腐作り体験」（約 4時間）のお尋
ねや申し込みは黒島観光協会（☎ 56-
2765）へどうぞ！
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現
在
も
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。

（

）

　
　
滝
の
高
さ
約
20
m
、
滝
つ
ぼ
の
深
さ
約
6
m
、

男
滝
と
女
滝
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
名
前
の
と

お
り
、
竜
神
が
潜
ん
で
い
た
か
の
よ
う
な
神
秘
的

な
風
情
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
平
戸
八
景
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
る
江
迎
町
に
あ
る
こ
の
滝
の
名
前
を

答
え
よ
。

（

）

　
　
8
世
紀
に
、
名
僧
行ぎ
よ
う
き基

が
海
底
で
光
を
放
つ

大
木
か
ら
三
体
の
観
音
像
を
敬
刻
し
、
開
眼
供
養

し
て
東
の
海
に
流
さ
れ
た
、
そ
の
内
の
一
体
が

（
　       

　
）に
祀ま

つ

ら
れ
、
現
在
ま
で
信
仰
の
霊
地

と
し
て
栄
え
て
い
ま
す
。
境
内
の
奥
に
は
天
然
の

石
橋
が
二
条
並
ん
で
お
り
、
平
戸
八
景
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（

）

　
　
旧
石
器
時
代
か
ら
土
器
文
化（
縄
文
時
代
）へ

の
過
渡
期
の
文
化
層（
人
類
が
居
住
地
と
し
て
利
用

し
た
遺
跡
）が
認
め
ら
れ
た
遺
跡
。
佐
々
川
支
流

の
福
井
川
に
面
し
、
西
向
き
に
開
い
た
間
口
12
m
、

奥
行
6
m
、
高
さ
3
m
の
岩
陰
状
の
洞
穴
で
、

稲
荷
神
社
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
洞
窟
の
名

前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
天
空
の
宿（
　    

　
）は
、
標
高
3
5
0
m

の
県
立
自
然
公
園
の
中
に
位
置
し
、
自
然
に
囲
ま

れ
た
宿
泊
施
設
で
す
。
こ
の
建
物
は
、
世
界
的
に

有
名
な
建
築
家
黒
川
紀
章
氏
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
り
、
自
然
と
近
未
来
と
の
融
合
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

（

）

　
　
焼
物
を
つ
く
る
際
の
焼
物
の
台
と
な
る
道
具

「（
　      

　
）」の
供
養
祭
は
毎
年
５
月
に
行
わ
れ
、

窯
元
を
自
由
に
訪
ね
な
が
ら
買
物
が
で
き
ま
す
。

（

）

　
　
三
川
内
焼
の
特
徴
は
、
白
磁
に
呉ご

須す

と
呼
ば

れ
る
藍
色
の
顔
料
で
、
美
し
く
繊
細
な
絵
付
け
を

施
す
技
法
で
す
。
そ
の
技
法
を
使
い
、
松
と
牡

丹
を
背
景
に
蝶
と
遊
ぶ（
　   

　
）が
描
か
れ
た

「（
　   

　
）絵
」
は
、
御
細
工
所
の
み
で
作
ら
れ
、

藩
主
へ
の
贈
答
や
献
上
品
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
し

た
。

（

）

　
　
三
川
内
焼
の
現
代
の
陶
芸
作
家
た
ち
の
作
品

を
は
じ
め
、
平
戸
藩
御
用
窯
時
代
の
逸
品
の
数
々

が
展
示
さ
れ
て
い
る
施
設
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
城
間
町
に
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
当
時
の
宮

村
国
民
学
校
の
教
師
と
児
童
が
掘
っ
た
防
空
壕
が

あ
り
ま
す
。
当
時
の
校
長
先
生
の
発
案
で
、
終
戦

ま
で
掘
り
続
け
ら
れ
ま
し
た（
昭
和
18
年
8
月
29
日

〜
20
年
8
月
15
日
）。
こ
の
防
空
壕
は（

　      

　
）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（

）

三
川
内

1819

2223

2021 吉
井
・
白
岳
高
原
・
世
知
原
・

柚
木

23 関連

四百年の技を受け継ぐ「三川内焼」。雪のように白き磁肌に描
かれた繊細な呉須絵や緻密な細工、1㍉弱の薄さで光を通す薄
胎（はくたい）、レースの編み目のような透かし彫りなど、人間
の限界点に挑んだ陶工たちの技は見る人の心を動かします

洞内は数百人を収容できる広さがあり、
避難中でも授業や生活ができるよう、
教室や炊事場などが設けられています

25 関連

2425 早
岐
・
宮

◎
背
景
写
真
の
中
央
に
見
え
る
の
が
問
題
15
の「
相
浦
富
士
」。
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天
明
7（
1
7
8
7
）年
の
創
業
以
来
、
江
戸

時
代
の
建
物
を
現
在
で
も
使
用
し
て
い
る
造
り
酒

屋
で
、
敷
地
内
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
が

並
び
、
安
政
7（
1
8
6
0
）年
に
建
て
ら
れ
た
母

屋
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
末
期
建
造
の「
瓶
詰
所
」

「
旧
む
ろ
」「
旧
仕
込
蔵
」、
大
正
末
期
建
造
の
「
貯

蔵
蔵
」
な
ど
7
棟
が
平
成
14（
2
0
0
2
）年
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
城

間
町
に
あ
る
こ
の
造
り
酒
屋
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
西
海
橋
は
佐
世
保
市
と
西
海
市
西
彼
町

を
隔
て
る（
　
　
　
）
瀬
戸
に
架
か
る
長
さ
約

3
1
6
m
の
長
大
橋
で
、
建
設
省（
当
時
）の

有
料
道
路
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
日
本
初
の

有
料
橋
で
す
。

（

）

　
　
明
治
政
府
は
、
明
治
19（
1
8
8
6
）
年
、

第
3
海
軍
区
の（
　
　
　
　
）を
佐
世
保
に
設
置

す
る
こ
と
を
決
め
、
明
治
22
年
7
月
に
佐
世
保

（
　
　
　
　
）が
開
庁
し
ま
し
た
。（
　
　
　
　
　
）

を
漢
字
で
答
え
よ
。

（

）

　
　
平
成
9（
1
9
9
7
）年
、
旧
日
本
海
軍
士
官

の
集
会
所
「
佐
世
保
水
交
社
」
の
一
部
を
修
復
し

て
残
し
つ
つ
建
設
さ
れ
た
史
料
館
で
す
。
建
物
は

広
大
な
海
原
と
、
屋
根
の
上
の
造
形
で
純
白
の
帆

を
イ
メ
ー
ジ
。
八
角
屋
根
は
、
建
設
当
時
の
水
交

社
の
デ
ザ
イ
ン
を
復
元
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭
和
25（
1
9
5
0
）

年
頃
ま
で
引
揚
船
が
入
港
し
て
い
た
港
で
、
満
州

や
南
方
方
面
か
ら
約
1
4
0
万
の
人
々
が
母
国

へ
の
一
歩
を
し
る
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
恒
久
平

和
を
願
い
、
歴
史
的
遺
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
全
国
か
ら
の
募
金
で
昭
和
61（
1
9
8
6
）

年
に
建
設
さ
れ
た
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園

の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
戸
尾
市
場
街
は
大
正
時
代
か
ら
佐
世
保
市
民

の
台
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角

は「
戦
時
中
の
防
空
壕
」と「
戦
後
の
街
路
整
備
で

新
た
に
掘
ら
れ
た
横
穴
」を
利
用
し
た
商
店
が
並

び
、（
　
　
　
　
　
　
　
）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（

）

　
　
西
蓮
寺
の
境
内
に
は
、高
さ
10
m
、横
幅
20
m
、

厚
さ
6
m
の
岩
に
、
直
径
5
m
と
8
m
の
穴
が

空
い
て
い
る
奇
岩
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺
り
が
海

底
で
あ
っ
た
数
十
万
年
前
、
海
水
の
浸
食
に
よ
っ

て
で
き
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
の

名
前
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
長

期
間
利
用
さ
れ
た
洞
穴
遺
跡
、（
　
　
　
　
　
）

洞
窟
か
ら
出
土
し
た
5
万
点
を
超
え
る
遺
物
の
う

ち
、
約
1
万
2
千
年
前
に
作
ら
れ
た
世
界
最
古
級

の
「
豆
と
う
り
ゆ
う
も
ん

粒
文
土
器
」
を
は
じ
め
、
旧
石
器
時
代
末

か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
に
か
け
て
の
土
器
・
石
器
、

約
2
0
0
0
点
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

（

）

272829

33 3032 31

俵
ヶ
浦
半
島

　
　
・
高
後
崎
・
針
尾
島

佐
世
保
市
街

26

昨年、仲間入りしたチーターの「キリ」。
やんちゃな性格で、高いところに
上ることが大好きです

35 関連

弘法大師が立ち寄り、岩面に梵字
（ぼんじ）と千手観音像を刻んだと
言い伝えられています

32 関連
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　「（
　
　
　
）に
向
か
っ
て
海
を
走
る
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
九
十
九
島
海
賊
遊
覧
船

（
　
　
　
　
）。
遊
覧
船
と
し
て
は
日
本
初
の
電
気

推
進
船
で
す
。

（

）

　
　
昭
和
36
（
1
9
6
1
）
年
に
佐
世
保
市
亜
熱

帯
動
植
物
園
と
し
て
開
園
。
現
在
で
は
、
日
本
本

土
最
西
端
の
動
植
物
園
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
広
い
敷
地
内
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
な

ど
の
動
物
や
、
温
室
を
は
じ
め
と
し
た
、
園
内
の

至
る
所
に
四
季
折
々
の
花
々
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま

す
。
植
物
で
は
特
に
バ
ラ
園
が
有
名
で
す
。
こ
の

施
設
の
正
式
名
称
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
西
海
国
立
公
園
九
十
九
島
の
美
し
い
景
観
や

豊
か
な
自
然
を
、
パ
ネ
ル
や
映
像
を
使
っ
て
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
九
十
九
島
の
情
報

発
信
の
拠
点
で
す
。
そ
こ
に
息
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
も
の
た
ち
の
、
多
様
な
生
活
の
様
子
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
然
観
察
会
な
ど
の

九
十
九
島
の
自
然
を
体
感
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
正
式
名
称
を
答
え

よ
。

（

）

　
　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
が
開
業
し
た
年
月
日
を
西

暦
で
答
え
よ
。

（

）

　
　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
街
の
中
は
、
石
畳
や
レ

ン
ガ
な
ど
一
つ
一
つ
の
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
、

「
古
き
良
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
」
を
再
現
し

て
お
り
、景
観
の
美
し
さ
を
守
る
た
め
、（

　
　
　
）

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

（

）

　
　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
は
4
つ
の
豪
華
な
直
営

ホ
テ
ル
が
あ
り
、
新
し
い
滞
在
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
テ
ル
構

想
と
し
て
先
進
技
術
を
導
入
し
た
世
界
初
の
ロ

ボ
ッ
ト
ホ
テ
ル「（

　
　
　
　
）ホ
テ
ル
」の
オ
ー

プ
ン
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

（

）

　
　
日
露
戦
争
時
の
旧
日
本
海
軍
連
合
艦
隊
司
令

長
官
と
し
て
知
ら
れ
る（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

が
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
惚
れ
込
ん
だ
ビ
ー
フ

シ
チ
ュ
ー
は
、
佐
世
保
ゆ
か
り
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、
平
成
15（
2
0
0
3
）
年
、
当
時
の
海

軍
料
理
レ
シ
ピ「
海
軍
割
烹
術
参
考
書
」（
明
治

41
《
1
9
0
8
》
年
）を
基
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

（
　
　
　
　
　
　
　
）に
入
る
人
物
名（
漢
字
・
フ
ル

ネ
ー
ム
）を
答
え
よ
。

（

）

　
　
小
豆
を
甘
く
煮
た
、
こ
の
料
理
は
、
旧
日
本

海
軍
時
代
、
入
港
前
夜
の
船
の
中
で
入
港
の
お
祝

い
と
、
乗
組
員
た
ち
の
疲
れ
を
癒
や
す
目
的
で
出

さ
れ
て
お
り
、
砂
糖
が
貴
重
だ
っ
た
当
時
、
と
て

も
ぜ
い
た
く
な
料
理
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
料

理
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
の
が
佐
世
保
市
の
名
産
品

「
海
軍
さ
ん
の（

　
　
　
　
　
　
　
　
）」。

（

）

　

3738

39

343536 観
光
施
設

40 食
・
グ
ル
メ

41

ハウステンボスオープンの日、結
婚式を挙げたオランダ人カップル

37 関連

市内の飲食店では、それぞれオリ
ジナルの味が楽しめます

40 関連

◎
九
十
九
島
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
九
十
九
島
八
景
」（
問
題
49
）で
す
が
、佐
世
保
に

は
八
景
以
外
に
も
楽
し
め
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
見
つ
け
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
背
景
写
真
は
船
越
地
区
か
ら

望
む
夕
日
。
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ア
メ
リ
カ
海
軍
の
影
響
で
流
行
し
た
ス
テ
ー
キ

を
、
日
本
人
の
口
に
合
う
よ
う
に
と
誕
生
し
た
の
が

「（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）」
で
す
。
こ
の
料
理

は
薄
切
り
の
ス
テ
ー
キ
肉
に
、
醤
油
ベ
ー
ス
の
特
製

ソ
ー
ス
を
絡
ま
せ
、
熱
々
の
鉄
板
の
上
で
レ
モ
ン
を

か
け
て
い
た
だ
く
、
ア
メ
リ
カ
ン
ム
ー
ド
漂
う
佐
世

保
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

（

）

　
　
九
十
九
島
の
新
鮮
な
鯛
を
丸
ご
と
塩
で
包
み
、

焼
い
て
う
ま
味
を
閉
じ
込
め
た
鹿
町
町
の
特
産
品
。

お
祝
い
や
贈
答
用
に
も
人
気
の
こ
の
特
産
品
の
名
前

を
答
え
よ
。

（

）

　　
　
小
佐
々
町
が
生
産
量
日
本
一
。
九
十
九
島
の
海

か
ら
揚
が
っ
て
す
ぐ
新
鮮
な
ま
ま
加
工
す
る
の
で
、

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
出だ
し汁
に
使
っ
て
も
う
ま
味
が

し
っ
か
り
出
ま
す
。

（

）

　
　
宇
久
島
な
ど
五
島
列
島
の
名
物
、
か
ん
こ
ろ

餅
。
薄
切
り
に
し
、
ゆ
で
て
寒
風
で
乾
燥
さ
せ

た（
　
　
　
　
　
　
）
と
良
質
の
も
ち
米
で
つ

き
あ
げ
た
お
餅
で
す
。

（

）

　
　
高
島
で
一
つ
一
つ
手
作
り
で
生
産
。
エ
ソ
、
ア

ジ
を
ぜ
い
た
く
に
使
用
し
、
無
添
加
で
つ
な
ぎ
も
不

使
用
。
香
り
が
濃
厚
で
歯
ご
た
え
の
あ
る
食
感
が
特

徴
で
す
。
こ
の
特
産
品
の
名
前
を
答
え
よ
。

（

）

4243444546 物
産

そ
の
他

　
国
立
公
園
九
十
九
島
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
景
色
や
豊
か
な
自

然
、
そ
の
豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
お
い
し
い
食
、
昨
年
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
歴
史
や
文
化
な
ど
、
他
都
市
に
は
な
い
素
晴
ら

し
い
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
佐
世
保
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
資
源
に
あ
ふ
れ
た
佐
世
保
で
の
旅
も
、
そ
の

背
景
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
知
っ
た
り
、
旅
先
の
人
と
触
れ
合
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
魅
力
が
倍
増
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に

な
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
市
で
は
、
訪
れ
た
人
に
「
佐
世
保
に
来

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
検
定
試
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

昨年度に実施された第 7回、第 8回の検定試験を受験し、
見事、観光マイスター (シルバー）に認定された皆さん

愛され続けてきた伝統の味。昔ながらの製法で
作られ、魚のうま味が凝縮されています

46 関連
42 関連

日本のすき焼きを思わせ、ごはんに合う味付け
が特徴です
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佐
世
保
市
を
代
表
す
る
歴
史
と
文
化
が「
鎮
守
府

　

横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
〜
日
本
近
代
化
の
躍
動

を
体
感
で
き
る
ま
ち
〜
」と「
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と 

肥
前
〜
百
花
繚
乱
の
や
き
も
の
散
歩
〜
」と
し
て
、
本

年
度「（

　
　
　
　
　
）」に
ダ
ブ
ル
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（

）

　
　
構
成
資
産
と
し
て「
黒
島
の
集
落
」「
野
崎
島
の

集
落
跡
」を
含
め
て
、
平
成
30
年
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
て
い
る
文
化
遺
産
の
総
称
を
答
え
よ
。

（

）

　
　
九
十
九
島
八
景
は
、
九
十
九
島
の
景
観
を
楽
し

め
る
場
所
と
し
て
２
０
０
８
年
の
九
十
九
島
の
日

（
９
月
19
日
）に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
九
十
九
島

八
景
を
全
て
答
え
よ
。

（

）

　
　「
海
風
の
国
」（
　
　
　
　
　
　
　
　
）海
舞
台
―

浦
々
の
四
季
で
迎
え
る
西
海
物
語
―
。
こ
れ
は「
海

風
の
国
」
観
光
圏
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

（

）

47484950 「
海
風
の
国
」
佐
世
保
・
小
値
賀

観
光
圏 

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

問題  1（37%）旧野首教会
問題  2（34%）赤浜海岸
問題  3（51%）落花生
問題  4（71%）大浜海水浴場
問題  5（32%）対馬瀬灯台
問題  6（ 5%）浜方ふれあい館
問題  7（71%）伊能忠敬
問題  8（51%）鵜渡越展望台
問題  9（71%）田中穂積
問題 10（56%）（根谷の）アコウ
問題 11（39%）串ノ浜岩脈
問題 12（66%）海水
問題 13（49%）神崎鼻
問題 14（81%）高島
問題 15（76%）愛宕
問題 16（59%）水かけ地蔵
問題 17（24%）江迎本陣
問題 18（59%）「潜龍ヶ滝」または「潜龍水」
問題 19（59%）御橋観音
問題 20（59%）福井洞窟
問題 21（78%）山暖簾
問題 22（76%）「はま」または「はまぜん」
問題 23（73%）唐子
問題 24（17%）三川内焼美術館（三川内焼

伝統産業会館）
問題 25（63%）無窮洞
問題 26（78%）梅ヶ枝酒造
問題 27（73%）針尾または伊ノ浦
問題 28（83%）鎮守府
問題 29（61%）海上自衛隊佐世保史料館（愛

称 :セイルタワー）
問題 30（46%）浦頭引揚記念平和公園
問題 31（85%）とんねる横丁
問題 32（81%）眼鏡岩
問題 33（88%）泉福寺
問題 34（90%）みらい　
問題35（63%）「西海国立公園九十九島動植

物園（愛称：森きらら）」
問題 36（73%）西海国立公園九十九島ビジ

ターセンター
問題 37（15%）1992年 3月 25日
問題 38（83%）電柱
問題 39（93%）変な
問題 40（83%）東郷平八郎
問題 41（68%）入港ぜんざい　
問題 42（100%）レモンステーキ
問題 43（63%）鯛の塩釜焼
問題 44（73%）九十九島いりこ
問題 45（76%）さつま芋
問題 46（54%）高島ちくわ
問題 47（51%）日本遺産
問題 48（20%）長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺産
問題 49（37%）弓張岳展望台、展海峰（展

望台）、鵜渡越展望台、冷
水岳（展望台）、船越展望所、
長串山公園（展望所）、石岳
展望台、高島番岳（展望台）

問題 50（ 0%）暮らしを育む

※問題 47、48、50はガイドブック以外か
らの出題です。

第8回「海風の国」観光マイスター
検定試験 解答集　※（　）は正解率

◉合格ライン　80点以上（2点／問）
◉受験者数 31 人　合格者数 3 人

て
良
か
っ
た
」「
ま
た
佐
世
保
に
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
お
も
て
な
し
の
心
で
観
光
案
内
や
観
光
P
R
が
で
き
る

人
材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
始
め
た「
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」も
そ
の
一

環
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
5
2
4
人
が
受
験
に
臨
み
、
1
0
2

人
の
シ
ル
バ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
と
58
人
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
イ
ス

タ
ー
を
認
定
し
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
観
光
P
R
な

ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
や
全
国
各
地
で
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
の
取

り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
が
観
光
都
市
と

し
て
今
後
も
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
人
材
育
成

が
必
要
で
す
。

　
本
市
で
は
観
光
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
佐
世
保
の
良
さ
を

ど
ん
ど
ん
P
R
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
ど
う
ぞ
検
定
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

試
験
の
案
内
等
は
本
紙
や
佐
世
保
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
課 

☎
24
・
1
1
1
1

日本の遺産を点から線へ、
そして「面」で捉えること
を表現したロゴマークです

47 関連49 関連

平均点
56.9点

環
で
す人り

し
て

が
必
要

を表現した

写真は「弓張岳展望台」。展望台の特徴である美
しい弦月型の屋根は著名な建築デザイナーで東京
大学教授でもあった坪井善勝氏によるものです


